
【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成30年10月31日

事　業　所　名

（ 246-0016

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

横浜市泉区和泉町4888-1

自己評価及び外部評価結果

平成21年6月1日

所　　在　　地

事 業 所 番 号 1493600116

平成30年12月13日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

株式会社　エイジサービス

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム　いずみ別荘2

□ 小規模多機能型居宅介護

■
ﾕﾆｯﾄ数

通い定員

宿泊定員

定員　計

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

平成30年9月20日
評 価 結 果
市町村受理日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

平成30年12月20日

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、相鉄いずみ野線いずみ中央駅から徒歩１５分の所にあります。株式会社
が、平成２１年に開設した２ユニット定員１８人のグループホームです。職員は、
生活のパートナーとして利用者が笑顔で過ごせるように日々の生活を見守っていま
す。
＜優れている点＞
個別支援計画の見直しに合わせてアセスメントを実施し、利用者の支援ニーズを把
握しています。アセスメントでは食事や排泄、服薬など、生活全般についてケアの
現状を確認し、３ヶ月ごとに個別支援計画の短期目標に沿ってモニタリングを実施
しています。利用者一人ひとりのサービス内容と現状を確認し、達成度を４段階で
評価した内容をモニタリングシートに明記して支援の方向性を明示しています。利
者者支援が個別支援計画の目標に沿って実践されているかどうか毎日チェックし、
個人記録に書きとめています。アセスメントやモニタリング及び個人記録をもとに
項目ごとに利用者一人ひとりの検討事項を明文化し、半年ごとおよび必要に応じ、
個別支援計画を随時見直しています。サービス担当者会議で検討し個別支援計画を
策定しています。また、医療機関との連携も利用者の安心感につながっています。
＜工夫点＞
地域資源を生かし笑顔で過ごせるホームづくりを目指しています。天気の良い日
は、車いすの利用者も参加して散歩に出かけています。利用者は顔馴染みの地域の
人たちと気軽に言葉を交わし、地域住民としての生活を楽しんでいます。

近隣の温かい支援に恵まれながら皆さま生活しております。散歩時には声をかけて下
さったり、地域の催しや季節の農作物のおそそわけなど幅広く交流をさせていただい
てます。また、近隣の理美容院を利用させていただき地域に密着したケアを目指して
います。
夏場はサマータイムと称し業務内容を変更して早朝より散歩に行くようにし気分転換
と下肢筋力向上につなげています。認知症になっても”出来ること””やれること”
を意識しご本人が楽しく暮らしていける様スタッフ一同個々のケアに努めています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護
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平成30年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 藤沢トーセイビル3階

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

23 ～ 35

平成21年6月1日指 定 年 月 日

登録定員

株式会社フィールズ

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/


56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ✔ 2，家族の2/3くらいと

✔ 3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

✔ 3．たまにある ✔ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

✔ 2，利用者の2/3くらいが ✔ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

✔ 2，利用者の2/3くらいが ✔ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ✔ 2，利用者の2/3くらいが

✔ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

✔ 2，利用者の2/3くらいが ✔ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

✔ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

 事業所名 グループホーム　いずみ別荘2

 ユニット名 つる
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

利用者様にも積極的に参加してもら
い、事業所からの報告、参加者からの
質問、意見をもらい話し合うことで、
サービス向上に活かしています。

町内会長、地域包括支援センター職
員、利用者及び家族代表などが出席
し、２ヶ月ごとに開催しています。会
議では事業所における利用者の生活や
医療に関する支援の状況を説明し、認
知症利用者への地域理解が深まるよう
に努めています。

入居者様の暮らしぶり、そこで生まれ
る不安やニーズ、それに対するホーム
の考えなどを具体的に伝え理解を得る
ことで連携、協力関係に繋げていま
す。

介護制度や感染症予防研修など、区や
市主催の各種研修に積極的に参加して
います。地域の消防署の救急救命研修
を受講し緊急時に備えています。ま
た、地域包括支援センター主催のグ
ループホーム見学会に協力し、一般市
民の認知症への理解に努めています。

散歩時に気軽に挨拶しあえる関係、
ホームや地域の行事に参加しあえる関
係性を重視し、地域の方々とふれあう
機会を増やすことを意識しています。

地域の自治会に加入し、夏祭りやふる
さと祭りなどの地域行事に積極的に参
加しています。散歩によく出かけ利用
者は地域の人たちと顔馴染みになって
います。地域の人が季節の野菜のおす
そ分けをしてくれます。地域住民の一
人としての利用者の生活があります。

行事、研修などを通し実際に触れ合う
機会を作りお互い不安、混乱しない様
職員がフォローしながら接してもらう
ことで理解や支援の仕方など伝えてい
ます。

地域密着型サービスの意義を踏まえ、
事業所と地域の関係性を重視して理念
を職員で決めています。

「世の為 人の為 入居者 家族 職員の
満足度を追求」を理念に掲げていま
す。利用者の人格や出来ることを尊重
し、地域資源を生かしながら笑顔で過
ごせるホーム作りを目指しています。
ホーム会議で理念の実践の状況を振り
返り職員の注意を喚起しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

家族来荘時など気軽に意見を言っても
らえる関係性を重視し、そこで頂いた
意見、疑問などはユニット会議等で話
し合い、早い段階で対応できるよう努
力しています。

毎月「入居者便り」を家族に郵送し、
利用者一人ひとりの生活の状況や、行
事に参加している時の表情などを知ら
せています。家族の面会時の要望や意
見を個人記録に書きとめ、季節にあっ
た好みの服の着用など、家族の要望を
利用者支援に取り入れたりしていま
す。

後見人制度を利用している入居者様が
いらっしゃるので後見人が来訪された
際は話を聞いたり積極的に学ぶように
し、職員にも周知できるように努めて
います。

利用料金、起こりうるリスクそれに対
する対応の仕方、重度化、看取り、医
療体制、利用者とその家族からの不安
や疑問など、その時わかりうる事を詳
しく説明する努力をしています。

身体的、精神的苦痛を理解し拘束のな
いケアを心掛けています。どうしても
転倒リスクの高い方にはセンサーなど
で対応しリスクを減らすよう努力して
います。

身体拘束排除マニュアルを整備し、拘
束をしないケアが実践できていること
をユニット会議で確認しています。身
体拘束禁止規定を定めています。ま
た、定期的に「虐待アンケート」を実
施し、チェックリストを用いて人権意
識を振り返り、身体拘束や虐待防止の
注意を喚起しています。

身体的、精神的虐待など職員一人一人
が理解し、職員同士でチェックしあえ
る関係性を重視しています。ホーム内
に虐待防止委員を作り、防止に努めて
います。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

同グループホーム間、他グループホー
ムと交換研修や勉強会など行い、学ん
だこと、感じたことを報告し職員全体
で共有しています。

事前面談などで本人の生活状況、ご家
族からの話などを参考に環境を整え、
お試し期間を用意し実際生活をして頂
いてから本サービスできるか判断して
います。

職員の疲労やストレスに気を配り、悩
みなど言いやすい環境を作るよう意識
し、心身の健康を保ちながら快適に働
けるよう努めています。

未経験の職員には新人研修を行い、そ
の他の職員にも内部、外部研修を積極
的に行い、皆に報告、教授し職員全体
で共有するようにしています。

毎日の申し送り、毎月のユニット会議
などを通し利用者の現状を把握したう
えで気軽に意見交換できる関係性を重
視し、気軽に発言できるような場を作
れるよう努め、サービスに反映してい
ます。

月一回のユニット会議で管理者は、職
員の介助の改善提案を取り上げ、サー
ビス改善やホーム運営に生かしていま
す。職員は意見を随時管理者に伝えて
います。管理者は職員の意見を尊重
し、車いす利用者の失禁対策などにつ
いて速やかに実施しています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

友人から連絡、手紙がくることもあれ
ば、一緒に食事をしたりすることもあ
ります。家族以外の方でも気軽に来れ
る場所を心掛けています。

利用者の友人がよく訪ねて来ていま
す。職員は利用者の友人や家族が気軽
に訪問してくれる雰囲気作りに努めて
います。利用者が友人と一緒に外出を
楽しむ時は、職員は利用者にＩＣカー
ドを渡し、金銭の扱いに戸惑うことが
ないように配慮しています。

日常のできる事はやっていただく中で
入居者様本人から「やろうか？手伝お
うか？」と声をかけてくださる時もあ
ります。

来荘時に様子、状態を伝え、変わった
ことがあればその都度電話などで家族
に伝え、今後の対応を一緒に考えるよ
うにしています。

事前面談にてご家族が思うこと、不安
なこと、求めていることなどを聞き、
それに対してどう応えられるか話し合
いを行い開始時点で疑問のないよう努
めています。

契約前面談で利用者、家族の考え、希
望を聞き、試用期間を設け本人の様
子、快適に過ごせる対応ができるか見
極めてからサービスを提供するよう努
めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

利用者本人との会話や家族からの情報
を元に把握し理解しサービスに繋げて
います。

家族から趣味や好きな過ごし方など聞
きその情報と日々の過ごし方を照ら
し、どうすれば快適に過ごせるか職員
同士情報交換をし、サービスに繋げて
います。

異動先の事業所等に本人の状況や好
み、生活習慣など細かくお伝えし今ま
でと同じように支援しています。
またサービス利用終了後でもケアにつ
いて相談を受けたりご家族からご連絡
をいただいたりと関係性を大切にして
います。

毎日のコミュニケーションや様子、会
話の内容や表情から思いを汲み取るよ
うにしています。

個別支援計画の見直しに合わせてアセ
スメントを実施し、利用者のニーズを
把握しています。また、個別支援計画
の短期目標に沿った支援ができている
かをチェックし、日々の利用者の個人
記録に明記して利用者支援ニーズの変
化の把握に努めています。

普段の様子から食席の位置を考えたり
し、快適に過ごせる様努めている。レ
クやイベントで皆が参加でき楽しめる
よう職員同士意見交換できる場を作っ
ています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

施設の担当医師、今まで通われていた
病院と連携をとり、本人、家族の希望
を一番に考え利用者様の安心できる医
療体制を目指しています。

一人ひとりの健康維持に、安心できる
医療体制となっています。内科や歯
科、皮膚科、眼科の各協力医が訪問診
療に来ています。週１回の訪問看護は
事前に状況をファックスして連携を
図っています。また、家族とも医療情
報の共有を図っています。

通院、美容院、なかなか行くことが難
しい方には訪問マッサージ、訪問理容
など本人の状態、家族の希望に応じ対
応しています。

地区の自治会に加入し、地域のイベン
トに参加したり、ホームで開催する運
営推進会議に参加してもらいできるこ
と、やれることを話し合い、利用者様
の暮らしが少しでも楽しくなるよう支
援しています。

毎日の申し送り、毎月のユニット会
議、家族とのコミュニケーションを通
し、情報を共有しサービスの向上に努
めています。

３ヶ月ごとに、また状況の変化に応じ
随時個別支援計画の見直しを実施して
います。３ヶ月ごとにモニタリングを
実施し、短期目標の達成度を評価して
います。アセスメントやモニタリング
及び個人記録の結果を個別支援計画の
見直しに反映しています。

個人記録ファイルにその日の様子、行
動など記録し職員間で情報を共有して
います。特記事項は日報に記録し、見
忘れない様にしています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

定期的に救急隊員も参加する形で訓練
を行っています。様々にシチュエー
ションを想定し、急変時の初期対応、
応急処置などの対処法を訓練し、職員
全体で対応できるようにしたいと思っ
ています。

定期的に避難訓練を行い、消防職員や
近隣の方にも参加をしてもらい協力体
制を築いています。

事業所、消防署、地域との連携による
避難協力体制を築いています。消防署
指導の下、年２回避難訓練を行い避難
経路の確認、消火器やＡＥＤの使い方
の訓練を実施しています。近隣の人や
町内会長に声掛けをし、協力を得てい
ます。非常用備蓄を管理しています。

家族と協力し、本人に関する情報を医
療機関に提供し、本人の不安をできる
限り減らし、治療に専念できるよう支
援しています。

本人や家族の希望を尊重し、医師、職
員、家族が連携をとり、納得した最後
が迎えられるよう取り組んでいます。

契約時に「看取り指針」を説明し、終
末期の医療の希望を確認しています。
重度化した場合、家族、職員、医師、
看護師が話し合い、本人の意向を踏ま
えた介護計画を作成し支援していま
す。看取り後は「看取り手引書」を作
成し、今後に生かしています。

毎週火曜日に訪問看護にて診察を受け
ています。状態の変化、気づきを報告
し、それに対しての対応、助言を受け
ています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

出来ることをお手伝い頂き、盛り付け
や食べやすくきざむなど積極的にお願
いすることで、職員と接っし会話でき
る機会を増やしています。

食事を楽しむように工夫しています。
食材は業者に委託していますが、菜園
や近隣からもらった野菜を添えたりし
ています。正月のおせちや節分のちら
し寿司を利用者と一緒に作っていま
す。外食の和食や誕生会のケーキ、お
好み焼きパーティを楽しんでいます。

一日の流れはあるが、入居者様の体
調、天気、希望レクなどに合わせ、出
勤職員で臨機応変に対応できるように
しています。

個々に合わせ、着心地や好きな色など
を把握し、選択してもらったり、毎日
同じ洋服にならないようにしていま
す。

介助を行う際、本人の気持ちを考え介
助の説明、目的など説明し納得しても
らってから行うよう意識しています。

職員は一人ひとりとの信頼関係を大切
にし、本人の気持ちに沿って笑顔で送
れるように支援しています。出来るこ
とを大切にし、絵画などの趣味や日常
生活の得意なこと、好きなことを尊重
しています。トイレ誘導や入浴時には
プラバシー確保に配慮しています。

選択できる場面では積極的に声掛けを
し、ご自身で選択できるよう心掛けて
います。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

便困にならぬよう運動、水分量やでる
でる茶などで支援をし、便困になって
しまった際は医師の指示に従い対応し
ています。

ゆっくり入浴したい方、早く済ませた
い方、体調や希望を把握しそれに応じ
たローテーションを考え支援していま
す。

原則週２回ですが、利用者の体調や希
望に沿って入浴を楽しめるよう柔軟に
対応しています。職員は湯加減や温度
調整、安全介助に努め、楽しく会話し
ながら支援しています。毎日湯の交換
や掃除を行い、清潔に気をつけ、季節
にはゆず湯なども行っています。

食後の口腔ケアでは、ご自身でできる
方も最後は職員がチェックをするよう
にし、できない方は介助にて行ってい
ます。口臭が気になる方には舌みがき
を促しています。

リハパンやパットを使用している方、
尿意のない利用者には排泄表をチェッ
クし、なるべくトイレで排泄できるよ
う支援しています。

本人の排泄リズムを把握し、仕草など
を見守りながらトイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援をしています。一
人ひとりのトイレ誘導のタイミング、
リハビリパンツやパッドの使用などの
見直しについては、職員間で常に話し
合い、改善に努めています。

個々に合わせ調理方法を変え、食べる
量を調整しています。またその方々の
一日の水分摂取量や食事の摂取量を把
握し記録に残しケアに活かしていま
す。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

購入品がある場合基本的にはホームで
立替となっておりますが、財布を持つ
ことでご本人の安心につながるのであ
ればご家族の協力を得て所持金を持っ
ていただいたり、ご自身で管理されて
いる方もいらっしゃいます。

個々の好きな事を把握し、聞き手に
なったり、話題を提供したり少しでも
快適に過ごせる様支援している。気分
転換できるよう毎月変わったレクを考
え提供しています。

一日一度は外の空気を吸える様、毎日
散歩に行き気分転換を図っている。年
に数回ではあるが、遠出の企画を計画
し楽しんで頂けるよう支援していま
す。

散歩は気分転換や足腰強化、また、地
域での暮らしに大切なことととらえ、
原則毎日実施しています。車いすの人
もコースを配慮し外出しています。吊
るし雛や区の展示会見学、ミカン狩
り、全員で牧場へアイスクリームを食
べにドライブに行ったりしています。

その日の体調や表情など考慮し、利用
者とのコミュニケーションを通し、
ゆっくり休息が取れるように支援して
います。

職員が処方箋の内容を確認し、利用者
からの質問があった場合スムーズに対
応できるようにしている。服薬時は名
前や日付を本人に確認してもらいきち
んと服薬できた確認するよう努めてい
ます。

株式会社フィールズ



グループホームいずみ別荘2.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

思い出の品、なじみの物など持ってき
て頂き、不安や戸惑いを軽減し、居心
地よく過ごせるよう工夫しています。

趣味の絵画、写真、使い慣れたタンス
など、本人の馴染みのものでその人ら
しい部屋づくりを工夫し、支援してい
ます。表札は本人の目線に合った箇所
に自由な大きさで貼り、利用者本位に
なっています。職員は利用者と毎日換
気、清掃を行っています。

申し送り、ユニット会議で個々の対応
を見極め、安全で居心地よく過ごせる
よう支援しています。

皆さまで創作された季節の作品などを
リビングに飾り、会話を共有しそこか
ら会話が広がるよう工夫しています。

リビングは、天窓や吹き抜け、ガラス
戸に囲まれ、明るく開放感がありま
す。壁の白、扉のこげ茶、床の薄茶と
明るさの中に落着いた色調となってい
ます。壁に利用者、職員共作の貼り絵
やハロウィンの折紙などが飾られてい
ます。床は清掃が行き届き、１階の
デッキは外気浴に使われています。

ホーム内にはソファーやテラス、ベン
チがあり落ち着いて語れる場を用意し
ている。独りになりたい時はそれぞれ
の居室で過ごせるよう支援していま
す。

携帯を所持している方もおられ家族、
友人と今までと同じ距離でいられるよ
う過ごしていただいています。またご
友人からのお手紙をいただいたり年賀
状をやりとりしたり交流が途絶えない
ように支援しています。

株式会社フィールズ



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

 事業所名 グループホーム　いずみ別荘2

 ユニット名 かめ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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グループホームいずみ別荘2.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念を共有しまた実践するためにホー
ム独自の目標をつくり理念につなげて
います。

自治会に加入し地域活動にも参加。毎
日の散歩で近隣の方とふれあい畑で収
穫されたお野菜やお庭のお花をいただ
いたり日常的に交流をしています。

近隣での散歩や地域での集まりに参
加、近隣の床屋や美容室など利用し直
接利用者の日常支援から地域の方に理
解していただいてます。

利用者にも積極的に参加していただい
てます。その場で出た意見、感想等を
大切にし今後の行事などにつなげサー
ビス向上に活かしています。

遺族がなくなられて際に今後どうすれ
ばよいかなど相談し密に連絡を取り
合っています。不明な点があれば高齢
支援課に問い合わせをしています。ま
た、市主催の研修にも参加するよう努
めています。
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グループホームいずみ別荘2.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

ユニット会議などで身体拘束の具体的
な行為などを話し合い徹底した理解を
図っています。

虐待の行為、不適切なケアについて話
し合い、自覚を促し見過ごしのないよ
う職員同士確認し合っていいます。

日常生活自立支援は日ごろ行っていま
す。成年後見人を今年利用される方が
いらっしゃりそれに伴い現場でも研修
の機会を設けようとしています。

丁寧に説明をしています。重度化や看
取りについての対応などは特に詳しく
説明を行い独自の書類も作成しお渡し
しています。

ご家族の意見箱を設置しています。家
族の要望を受け止めサービス内容に反
映をさせています。
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グループホームいずみ別荘2.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員個々の様々な相談は代表者、管理
者共に話しやすい環境を作りに心がけ
て対応してます。月一回の会議では多
くの職員が一緒に話し合いをしたり提
案できる時間を有効に活用していま
す。

個々の資格取得に対し支援を行ってい
ます。職員は代表者、管理者共に勤務
状況の希望等相談に随時対応検討して
います。

外部研修を行っています。研修報告を
全体会議で発表し現場にも生かしてい
くよう努めています。

同じ法人内のグループホームで情報交
換やケアの質の向上について意見交換
を行っています。区内のグループホー
ム間で交換研修を行い現場のサービス
向上を意識しています。

初回面談では生活環境はもちろんのこ
と本人の要望や願いを聞き入れ事前に
職員へ情報を提示し利用者への対応を
円滑に出来る様にしています。
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グループホームいずみ別荘2.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご家族が来訪された時はお話をしっか
りうかがいご家族が何を求めているの
かをゆっくり聞いています。

相談時、ご家族ご本人がまず必要とし
ている内容を模索していきながら支援
の提案を行っていきます。

利用者にとって今何が大事なのかを常
に考え出来る事、出来ないことがある
中で出来る事を常に引き出せるよう対
応しています。

出来る事は行って頂き、出来ない事を
共に考え協同しながら生活を送って頂
けるよう努めています。ご家族には毎
月お便りで近況報告を行い、来訪時に
は日々の様子をお伝えしています。ケ
アプラン作成時にはご家族の意向など
伺い計画書に盛り込んでいます。

毎日散歩していく中で地域の方が声を
かけてくださっています。床屋や美容
院にでの出会いなど関係性を大切に
し、今までの旧友とのやりとりも途切
れないよう支援に努めています。
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グループホームいずみ別荘2.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

毎日の生活を共にしていく中で一人一
人が出来る役割を引き出しながら孤立
をしないように支えあえるようにケア
に努めています。

サービスの利用が終了された方の家族
からの相談にのり関係性を大切にして
います。

利用者との会話や発する言葉などから
思いや希望を把握したり意志疎通が難
しい方はご家族からお話をうかがいな
がら希望や意向の把握に努めていきま
す。

利用者の暮らし方、個性、生活環境、
これまでのサービス利用を知ることが
なじみやすさ、生きる活力となること
があるので地域の方やご家族より具体
的な情報を伝えてもらうようにしてい
ます。

利用者一人一人の行動や発する言葉な
どから生活のリズムを理解し出来る事
はやっていただくように支援していま
す。
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グループホームいずみ別荘2.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

利用者がより良く暮らしていけるよう
に月に一回カンファレンスで意見交換
を行ったりご家族の意見を聞きながら
現状に即した介護計画を作成していま
す。

利用者様の日々の暮らしの様子を個別
記録に記載することで職員間で情報を
共有し気づきや介護計画の見直しを
行っています。

利用者、ご家族の状況や要望に応じて
サービスを提供しています。

運営推進会議に地域包括支援センター
の方に参加してもらいいたり認知症カ
フェに参加をしたりしています。また
近隣の理美容を利用しています。

利用者が利用前からのかかりつけ医の
医療を受けられるように希望の方には
ご家族と協力し通院介助をしえんして
います。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

週1度訪問看護があり状態を職員から聞
いたりご本人の体調や表情の変化を見
逃さないようにし体調管理を行ってい
ます。特変があれば看護師、ホーム長
に報告、適切な医療が受けられるよう
努めています。

入院時は本人の支援方法に関する情報
を医療機関に提供し家族とも連絡をと
りあっています。退院近くなった場合
本人の状況を担当者からヒアリングし
現場で本人の状態に合わせた対応が出
来るようにしています。

本人や家族の意向をふまえ医療、ホー
ムが連携を取り安心して納得した最期
が迎えられるように日ごろから話し合
いをしながら取り組んでいます。

日中、夜間共に救急時対応のマニュア
ルを整備し内部研修で話し合ったり勉
強会を実施しています。

消防署の協力を経て消火器の使い方、
避難訓練を行っています。
また地域のご協力もあり避難訓練の際
には参加してくださり避難してきた入
居者を見守り等協力をしてくださって
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

本人の気持ちを大切に考え相手のペー
スに合わせ無理のない介護をしていま
す。

一人一人の状態に合わせゆっくりと時
間をかけ本人が答えやすく気持ちよく
決められるように支援しています。

一人一人のペースを大切にしその人に
合った対応を心がけています。

お化粧の好きな利用者には毎日声かけ
をしお化粧できる様環境を整えていま
す。日ごろの身だしなみもその方に
合った洋服、おしゃれが出来る様に支
援しています。

盛り付け、後片付けなどをお願いして
います。食事のときは同じテーブルで
利用者と楽しく会話をしながら食事を
しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

入居者の食べる量、形態など考慮し状
況に応じて介助をしています。一日の
水分量など職員で把握しながら少ない
方には無理なく促しています。

食後、口腔ケアを利用者の状態に応じ
て支援しています。義歯等の問題のあ
る方は訪問歯科を利用しケアにあたっ
ています。

本人の排泄の間隔をみながらトイレ誘
導を行い状況に合わせ介助を行ってい
きます。また本人の動きや表情をみて
トイレ誘導を行うこともあります。

水分量に配慮し便秘に良いお茶や冷た
い牛乳など飲んでいただいたりしてい
ます。散歩や運動なども取り入れ便秘
対策に取り組んでいます。

最低でも週2回から3回入浴できる様調
節しています。入居者の状況に合わせ
シャワー浴にしたり足浴を行ったりも
しています。脱衣所・浴室・湯温等に
も配慮し介助等行っています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

室温を配慮し（暑い・寒い）入居者の
状況・ペースに合わせ安眠や休息がと
れるよう支援しています。

職員同士確認しながら入居者にも確認
のため日付、どの時間の服薬か等朝昼
夕眠、名前もしっかり読み上げた後服
薬していただいています。

カラオケ・レクリェーション・入浴等
それぞれ楽しみが異なるのでその方に
合う様時間を考えながら行っていま
す。

散歩に関しては、空・風・花・等目に
見えるもの、音として聞こえるもの声
かけをしながらその時間を楽しみ入居
者の反応をみながら対応しています。

お金をもっていないと不安の方はご家
族の了解を得て無くしてもよい程度の
少ない金額を持っていただいてます。
ご自身で管理されている方もいらっ
しゃいます。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

電話の取次ぎはもちろんおこなってい
ます。友人やご家族からの手紙は返事
を書いたりプレゼントが届いた際は直
接電話で本人がお礼を言える様に電話
したりお礼の手紙を書いたりして支援
しています。

落ち着いた雰囲気と清潔感を保ち心地
よく過ごせるように心がけ特にトイレ
は常に汚れてないか留意しています。
また季節に合った飾りつけを利用者と
一緒に作成しています。冬には室内に
加湿器をおき居室は暖房を使う際は加
湿用のタオルを使用し乾燥しない様配
慮しています。

歩かれるところは常にバリアフリーで
あるように心がけています。ご本人が
出来る事、わかることが理解できる様
心がけています。

リビングでくつろげるようソファを用
意し誰でもそこで休めたり日光浴がで
きるよう環境作りに配慮しています。

箪笥の中の整理、ゴミ箱の中や布団た
たみ等行っています。また愛用されて
いた家具や身の周りの品をお持ちに
なっていただいてます。家族写真やご
自分で描かれた絵を飾られたりとご自
身の空間が作れるよう工夫していま
す。
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